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本日ここに、令和４年１１月市議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位におか

れましては、公私ともに御多忙の中、御出席を賜りまして誠にありがとうございます。 

今回、臨時会をお願いしましたのは、長期化する物価高騰に対する国や県の生活者

支援施策に対応するほか、インフルエンザ流行期に備え、新型コロナワクチンの接種

体制を確保する必要があることから、所要の予算の補正について御審議いただくため

であります。 

 

 さて、国は、世界的な物価高騰の中で国民生活や事業活動を守るために４月に

策定した「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」に加え、令和４年度の予備費から

およそ３兆４千億円余を支出することを、去る９月２０日の閣議で決定しました。 

この予算には、物価上昇の大半を食料品とエネルギーが占めている直近の物価

動向を踏まえ、これらに集中し対策を切れ目なく行うための追加策が盛り込まれ

ました。 

 市におきましても、これまで国や県と連携し、新型コロナウイルス感染症の影響が続く

中、経済的に厳しい環境にある住民税非課税世帯等に対する灯油等の購入費補助や学校給

食等の保護者負担の軽減を図る事業のほか、消費喚起応援事業など物価高騰によりもたら

される様々な困難を乗り越えるため、国の緊急経済対策を最大限活用し、地域経済と市民

生活を下支えするための施策に全力で取り組んできたところであります。 

また、ワクチン接種等にご尽力いただいております医療機関に対しましては、発熱

患者受入医療機関協力金や感染症指定医療機関等医療従事者慰労金等の事業を実施し、

医療提供体制が維持されるよう支援してまいりました。 

このような中、国は、物価高や円安に対応するための新たな総合経済対策の内容を固

め、これに基づき、総額で２９兆１千億円の経済対策が盛り込まれた令和４年度第２次

補正予算案を今月、臨時国会に提出する予定です。 

市としましては、今後も、国や県の動向を注視しながら、市民生活の安全・安心の

確保に繋がる取組や地域経済の活性化等に向けた施策を積極的に進めてまいります。 

 

それでは、今回補正予算に計上した事業の概要について申し上げます。 

物価高騰が長期化する中で、食料品などの相次ぐ値上げや冬季に向けて需要が高ま



平成１９年６月市議会定例会 市長提案説明 ●●月●●日現在 

議会初日に提案されるものですので、取扱いには十分御注意ください。 

- 3 - 

 

る光熱費等の負担増が見込まれることから、特に家計への影響が大きい住民税非課税

世帯や家計が急変した世帯を対象に、国や県が支援金を給付することを決定しました。 

国の「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金」につきましては、住民税非

課税世帯等に対し、１世帯あたり５万円を給付するものであり、県の「長野県生活困

窮世帯緊急支援金」につきましては、国の事業の対象とならない世帯のうち、住民税

所得割非課税世帯等を対象に、１世帯当たり３万円を給付するものであります。 

対象となる非課税世帯へは、プッシュ型で給付申請書等を送付することとし、国

の事業は１１月中旬以降に、県の事業は１２月下旬以降に発送する予定であります。

また、これに併せて、家計急変世帯には、窓口等での申請受付を開始いたします。 

市民の皆様に対しましては、９月定例会でお認めいただきました市独自の「原油価

格・物価高騰対策支援金」も含め、ホームページや広報等を利用して制度を周知する

とともに、丁寧な対応と迅速な給付ができるよう取り組んでまいります。 

 

 次に、新型コロナワクチン接種につきましては、オミクロン株対応ワクチンによる

接種が１０月から開始されたところでありますが、令和４年１２月末までに接種が完

了できるよう体制を確保することが国から要請されています。 

また、追加接種について、接種間隔が従来の５か月から３か月に短縮されたことか

ら、従来型ワクチンで４回目接種を受けた６０歳以上の方などが、１０月下旬から順

次オミクロン株対応ワクチン接種の対象となるため、対象者が大幅に増えることを想

定した接種体制の構築が求められているところです。 

 これを踏まえ、市内医療機関には、インフルエンザのワクチン接種が本格化する中、

コロナワクチンの接種についてもできる限りご協力をいただかなければなりません。 

そのようなことから、市では、コロナワクチンの個別接種にご協力いただく医療機

関に対し、接種体制を確保いただくため、協力金を交付することといたしました。 

１０月２０日には、県の医療警報が再度発出され、新型コロナウイルス感染拡大へ

の警戒が高まっている中、今年の冬はインフルエンザが流行しやすいとの見方が強ま

っています。 

市民の皆様におかれましては、これまで同様に基本的な感染対策を行っていただく

とともに、従来のワクチンを上回る効果が期待されているオミクロン株対応ワクチン
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についても速やかな接種をご検討いただきますようお願いします。 

市におきましても、引き続き、感染対策強化や医療提供体制を維持するための支援

に取り組んでまいります。 

 

以上、今回提案いたします案件の概要等を申し上げました。 

 提出案件の内容につきましては、担当者から説明いたしますので、よろしく御審議

を賜りますようお願い申し上げます。 


